
I-2 二 つ の基礎 によ るェ 赤額 場 の干渉 にフぃて

粟ネ大学ェ羊著P ヱ 曼 鍛 ニ

兼索教す人筆  ェ ス 。 ォ 7K

難

カ

武

英

キ

I   Iさ しガヾ `

たメロんェセ艦上の基礎救 1`鑽Йすぅと、洋ll■的な

Z下 、工碁ラた下、ぁ、ょ久塑性的 /a‐z下 を二しいるとん

え,れ るoこ れ)のオ下は載荷レ同ロキ)・工粒子がタ
こガ匂ぁ、ょ次水斗方向l`変位するため:`た夕あつと

足″れ夕.家 l.平悲に1個の赤礎狡に載荷してラκ下

でせた場かレ12個 の碁雄株をめる向誦|`めヽν、Z各

独々立t,執商し`″ 下[せた場がとをしじ執すれば=
北下の腋手l・変ィιがぁる之考ぇぅれる.′'ラ募唆l狡

だ傾外するとか。以)よ窮下そが単独の場かl`鞍べz
タロなす多之しヽラよラ方′妥″ヾ生ず

｀
多レすれば,それ

は千歩現象l`よるものを狙めるこをバ以来多.こ の

よラ/4‐千オ期粂っ形差をあ″″ヽ″多ため|`実験夕で,、

観萩な実験を行′たっな、その概妥|`っぃて激べる。
なぁ、募茂放οゎ′子渉によみ支脅″えっ′夕像¬̀ ク

レヽそあいたヵりl`は、」。0.st″グ('ぁ.ょκ工Mの場″
つ

の沿気が見受けりれるが`、現下重ぁ、ょダlr彩諄|`フぃ
てlま4■taないてか 、ょぅなみる.
2 室 内実験

c,試 料はたの内紡上で1脅鷹残成
型(LL.μl協こ)をィし たしの`網レ、

た。4夫燃林っ寸宏は、浮`7 ιζあさ

ノよC″,毅ぅレθ′ι″ど多う.
試料の物理的性亥

土粒子の沈菫 :2、75′ ん 上分:ジ/

クルトか :4/%,秒 分 :7%,

」た杜7rK系:74よ%,

塑柱7卜瀑 :37,%,

塑性才̀淑 : 347,

あり才̀数 : ノ′、̀ ,

(2)派ぜつかスを夕真´l!`スす。
4夫諷体l`二水元タマ:・変4立しラタょラ 』 ĺ
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